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県道高島線（右図参照）で、下水道工事を

行っています。工事期間中、片側交互通行と

なりますので、付近を通行される際は、誘導

員の指示に従ってください。 

工事期間 
令和８年６月１１日（木）～ 

令和９年１月２９日（金） 

お問合せ 

（株）中田建設 

（☎８３９－３３００） 
 
長崎市上下水道局 

下水道建設課 

（☎８２９－１１８１） 

 

 

 

工事期間 
令和８年９月１日（火）～ 

令和９年３月５日（金） 

※ 工事期間中は、東側釣り場を

閉鎖しておりますので、南

側・北側釣り場のご利用をお

願いします。 

お問合せ 

（株）東昇興産 

（☎８１３－１７３３） 
 
長崎市水産農林整備課 

（☎８２９－１２６８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 １ 日（火） 
１７時３０分 

～  
１８時３０分 

子どもを守るネットワークパトロール 

９月 ８ 日（火） 
１３時００分 

～  
１４時３０分 

行政なんでも相談所（２ページ参照） 

９月１０日（木） 

  ２４日（木） 

１０時００分 

～  
１１時３０分 

すこやか運動教室（会場：高島ふれあいセンター） 
 
☎８９５－７００７または☎８９２－１１１３へ

事前にお申し込みください。 

９月２６日（土） 
 ９時３０分 

～  
１４時３０分 

青空楽校 ＩＮ 高島（２ページ参照） 

高島地域センターだよりのバック
ナンバー公開中！ 

 
 アクセスは 
こちらから 

高島地域センター管内の人口 
(令和８年７月末現在) 
■人 口 211人（R7.7月末 230 人) 
【男 104人、女 107人】 
■世帯数 157世帯 

高島地域センターだより №１０８ 
発行日：令和８年９月１日（火） 
編 集：高島地域センター 
〒851-1315 
長崎市高島町 1728番地 1 
☎095-896-3110（代表） 

月号 

２０２６年 

 

下水道工事を行っています 

飛島磯釣り公園東側釣り場の補修工事を行っています 

工事場所 
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マイナンバーカードを使って、コンビニ等で住民票や印鑑証

明、戸籍の証明書、各種税証明書が取得できます。 

コンビニ等での証明書発行は、土日祝日でもご利用いただけ

ます。利用できる時間は、６時３０分～２３時００分までなの

で、お仕事などで市役所に来庁できない方にもおすすめです。 

また、４月１日（水）から窓口の証明書交付手数料が改定さ

れましたが、コンビニ交付サービスの手数料は据え置きです。 

 

 

日 時 ９月８日（火） １３時００分～１４時３０分 

場 所 高島地域センター ３階会議室 

※ 行政相談委員が、国の行政に関する苦情、意見・要望や、役所での手続きなどに関するお困

りごとの相談を受け付け、その解決を促します。 
 
※ 予約は不要です。無料で相談でき、秘密は厳守されます。 
 
※ 詳しくは、総務省行政相談センターきくみみ長崎（☎８４９－１１０１）へお問い合わせくだ

さい。（８月号の折込チラシもご覧ください。） 

 

 

 

日 時 
９月２６日（土）９時３０分～１４時３０分 

※ 雨天時は９月２７日（日）に順延 

場 所 高島ふれあいキャンプ場 

内 容 
スタンプラリー、飯盒炊飯体験、救急救命講話、ボッチャ

体験、宝探し 

募集定員 
２０組（小学生と引率者５人以内のグループでお申し込みください。） 

※ 応募多数の場合は抽選 

参加費 
１人１，０００円（イベント保険を含みます。昼食（トマトカレー）付き） 

※ 会場までの交通費等は参加者負担 

申込期限 ９月２０日（日）必着 

申込方法 

引率者の住所・氏名・電話番号と参加者全員の氏名・年齢・学年を明記のうえ、官

製ハガキ、ＦＡＸ、メールのいずれかの方法でお申し込みください。（電話でのお

申し込みは受け付けておりません。） 

官製ハガキ 
〒８５１－１３１５ 長崎市高島町１７２８番地１ 高島地域センター内 高島地

区まちづくり推進協議会事務局へお送りください。 

ＦＡＸ 

09５－８９６－２３７２へ送信してください。送信後は、ＦＡＸが届いているか、

高島地区まちづくり推進協議会（☎090－８３９９－９１７３ 谷下氏）まで確認

のお電話をお願いします。 

メール ｔａｋａｍａｃｈｉ２０２１．０４＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍへ送信してください。 

主 催 高島地区まちづくり推進協議会（共催：長崎市） 

お問合せ 高島地区まちづくり推進協議会（☎090－８３９９－９１７３ 谷下氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイナンバーカードをお持ちの方は、コンビニ交付が便利です 

「行政なんでも相談所」が開設されます 

秋の高島でいろいろな体験をしよう！ ～青空楽校 ＩＮ 高島～ 
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皆さま、こんにちは。地域おこし協力隊の池田です。今回は、夏休み期

間中にお手伝いした高島小・中学生の「寺子屋」と、１０月に参加する「未

来のシマ共創会議２０２６」をご紹介します。 
 
＜夏休み期間中の「寺子屋」＞ 

「寺子屋」では、高島幼稚園で高島小・中学生の学習の

見守りをお手伝いしました。子どもたちを見守りながら、

「大きくなったとき、どんな高島になっていてほしい？」

と尋ねたところ、「笑顔で人があふれる島がいい」、「高

島トマトやブリを、もっとみんなに知ってほしい」という

声が返ってきました。 
 
＜「未来のシマ共創会議２０２６」＞ 

この会議で私が取り上げるテーマは、高島－伊王島－長

崎を結ぶ定期船です。 

高島の暮らしに欠かせない生活航路を未来へつないでいくために、島内外でどのような力を合わ

せられるのか、会議に参加する皆さんと一緒に考えます。 

現在の航路は、島民の皆さんの日々の利用をはじめ、実際に定期船の運航に関わっている方々、

国・県・市の支援など、各方面の皆さんのご尽力によって維持されています。高島で長く安心して

生活していくためには、この航路をしっかり未来へつないでいかなければなりません。 

その方法の一つとして、私は高島の「関係人口」を増やすことが大切だと考えていま

す。「関係人口」とは、島に住んでいなくても、繰り返し高島を訪れたり、島の産品を

購入したり、高島のことを周囲に伝えたりしながら、継続して島と関わってくださる人

たちのことです。そうした関わりが広がることで、定期船の利用や島内での交流・消費

の増加につながり、航路と島の暮らしを未来へつなぐ力の一つになります。 

高島の海や歴史をはじめとする地域資源は大きな魅力です。「寺子屋」で子どもたちが語ってく

れた願いや、島の皆さんが築き、大切に受け継いできた高島の良さを心に留めて、会議では高島の

魅力をしっかり伝えます。そして、生活航路を未来へつないでいく方法を真剣に考えます。 

 

 

＜よくあるトラブル＞ 

契約中の事業者の手続だと思ったら、別の事業者との契約になっていた。 

「料金が安くなる」と言われたのに、覚えのないオプションが付いていた。 

「今のサービスが使えなくなる」と言われて契約したが、それは事実ではなかった。 
 
＜トラブルを防ぐために＞ 

事業者名とサービス名を確認する。  
電話がかかってきたら、まず誰からの電話かを確認しま

しょう。 

その場で契約しない。 電話の当日に契約することは避けてください。 

書面を必ず確認する。 
「説明書面」と「契約書面」が送付されたら、内容をし

っかり確認してから判断しましょう。 

不安な時やトラブルが生じたときは、消費者センター（☎８2９－１２３４）へご相談くださ

い。（火～日曜日 １０時００分～１７時００分） 
（出典：国民生活センター発表情報 ２０２６年７月１日（水）公表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域おこし協力隊員より ～「未来のシマ共創会議」～ 

インスタグラム
はこちら 

コラムはこちら 

光回線サービスの電話勧誘トラブルに注意！ 

夏休みの「寺子屋」の様子 

会議で取り上
げるテーマの
詳細はこちら 
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今回も、たかしま農園の鎌田さんに、現在進めているトマト畑での作業や食堂「ハートの直売所 

喫茶みなと」などのお話をうかがいました。 
 
＜来年もおいしいトマトをお届けするために、今からしっかり準備＞ 

７月上旬、収穫が終わったトマトの樹やハウス内の資材を撤去し、

ビニールハウスを閉め切ってハウス内の温度を約５０℃に上げ、害

虫を駆除したとのことでした。 

この作業の後、ビニールハウスのビニールをはがし、降雨を利用

して、トマト畑の土壌に残った余分な養分を洗い流すとともに、土

の中に潜む害虫や雑菌もできる限り排除したそうです。また、はが

したビニールを畑の土にかぶせて、土壌の消毒をさらに進めました。 
 
＜もうすぐトマトの苗を植えます＞ 

９月中旬には、畑に新しい肥料をまいて、耕す予定になっています。 

与える肥料は、昨年同様、トマト畑の土壌分析結果をもとに、長崎市農業センターでつくられた

ものです。ただし、畑の中でも場所によって土壌成分が微妙に異なるため、どの場所でもトマト栽

培に理想的な土壌となるよう、肥料の配合を少しずつ変えながら与えていくそうです。 

トマトの苗を植え始めるのは、９月末を予定しているとのことでした。 
 
＜植えた後は、手塩にかけて育てます＞ 

高島フルーティートマトは、できるだけ水を与えずに育てることが特徴の１つですが、苗を植え

てから１０月末までは、たっぷり水を与えるそうです。苗の水分管理を徹底するため、１本ずつし

っかり観察して、手作業で丁寧に水を与えます。 

また、９～１０月はまだ害虫が発生しやすい時期です。この時期はトマトの若い芽が被害にあわ

ないよう、細心の注意を払って育てなければならないとのことでした。 
 
＜「ハートの直売所 喫茶みなと」に新メニュー登場！＞ 

今年の夏は、「ハートの直売所 喫茶みなと」に多くの海水浴客らが訪

れ、食事やアイスクリームなどはもちろん、お土産としてトマトの加工品

を買い求める方も多かったとのことでした。 

８月からは、新メニューの「トマトスカッシュ（５００円）」、「トマ

トシャーベット（３００円）」、「肉うどん（６００円）」の提供を始め

ているそうです。 

特に「トマトスカッシュ」と「トマトシャーベット」は、高島トマトの

加工品の「恋多きトマトジュース」を材料に使用しているので、ぜひ多く

の皆さんにご賞味いただきたいと話していました。 
 
＜メールマガジン配信開始！ 公式ＬＩＮＥも準備中＞ 

たかしま農園では、ホームページとインスタグラムに加えて、たかしま

農園のインターネット通販を利用した方たちに向けてメールマガジンの

配信を開始したそうです。 

まもなく公式ＬＩＮＥも開設予定で、鎌田さんは、「ホームページやイ

ンスタグラムだけではお届けしきれない、よりタイムリーな情報発信に加

え、高島をもっと知ってもらえる機会にしたい。」と意気込んでいました。 
 
＜これまでどおりホームページとインスタグラムでも情報発信中！＞ 

ホームページやインスタグラムでも、これまでどおり情報発信中です。 

インスタグラムでは、たかしま農園の様々な動画も見られます。ぜひア

クセスしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高島フルーティートマトだより（その１４） 

たかしま農園
のホームペー
ジはこちら 

たかしま農園
のインスタグラ
ムはこちら 

ビニールハウスからビニールをはがした
状態のトマト畑 

新メニューの「トマトスカッシュ」
（左）、「トマトシャーベット」（右）、
「肉うどん」（下） 
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今年も盛り上がりました！ ～ＵＭＩＢＯＵＺ ＩＮ 高島～ 
 ７月２６日（日）、８月１日（土）、２２日（土）の３日間、高島海水浴場で、高島地区まちづくり

推進協議会主催による「ＵＭＩＢＯＵＺ ＩＮ 高島」が開催され、多くの海水浴客らが「氷カーリング」 

や「水鉄砲的当て」などのミニゲームを楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

多彩なアーティストの競演 ～タカシマタカラジマ２０２６～ 
８月８日（土）、高島海水浴場で、高島地区まちづくり推進協議会主催によるステージイベント「タ

カシマタカラジマ」が開催されました。 

「ＲＡＩＮＢＯＷ ＭＵＳＩＣ」や「アイランド合唱団」など、多彩なアーティストが次々にステー

ジに登場し、会場は大いに盛り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

去りゆく夏を惜しみつつ･･･ ～高島地区ふるさと夏祭り～ 
 ８月２２日（土）、高島海水浴場で、高島地区まちづくり推進協議会主催による「高島地区ふるさと

夏祭り」が開催されました。 

 島内の住民やキャンプ場の利用客らが多数参加し、射的やヨーヨー釣りなどの夜店を楽しんだり、「炭

坑節」を踊ったりして楽しみました。 
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＜各種問合せ先＞ 

高島診療所が休診の

とき 

（休診日：土・日・祝日） 

救急の場合 

 ☎１１９ 
救急ではない場合は、平日の診療時間内（８時３０分～１２時００分、  

１３時００分～１７時００分）に受診してください。 

医療や救急車につい

ての相談 

救急安心センター 

 ☎♯７１１９ 
年中無休２４時間対応 

市営住宅に関するこ

と 

市営住宅管理センター 

・月～金 ８時３０分～１７時３０分  

☎８２９－２９９１ 
・夜間 １７時３０分～８時３０分 土日祝日、年末年始 

☎８２８－０２０１ 

災害時、避難所が開設され

ていないが避難したいとき 

防災危機管理室           あじさいコール（長崎市コールセンター） 

☎８２２－０４８０  または  ☎８２２－８８８８ 

土砂崩れなどを発見

したら 
☎１１９ 

粗大ゴミの収集受付 
長崎市統一番号 

☎８０１－２２００ 

動物の死がいの回収 
崎永海運（株）（たかしま農園） 

☎８０１－１４５４ 

家電４品目の収集受付 
福島清掃 

☎８４８－９６４５ 

定期船の欠航など 
野母商船（株） 

☎８２６－６２３８ 

防災行政無線情報 ☎０５０－５５３０－９９０８ 

高島のイベント、 

高島のその他情報 
高島観光ナビ 

「高島地域センター

だより」への掲載依頼 

高島地域センターに早めにお知らせください。 

☎８９６－３１１０ 

市役所の手続きなど 

あじさいコール（長崎市コールセンター） 

☎８２２－８８８８  

 平 日 ８時００分～１９時００分 

 土日祝日・１２月２９日～１月３日 ８時００分～１７時００分 

市政に関する動画 
ＹｏｕＴｕｂｅ（ユーチューブ） 

長崎市公式チャンネル 

 

 

 

長崎市では、「飼い主のいない猫への給餌等に関する要綱」で「置きエサ」はしないことと定め

られています。 

ところが、島内各所で「置きエサ」が見られ、その「置きエサ」を複数のイノシシが食べている

ところが目撃されています。 

イノシシによる事故が発生する前に、土地・建物の管理者の許可や自治会などの理解が得られて

いない場所での不適切な「飼い主のいない猫への給餌等」は、やめましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・救急車を呼んだほうがいいのかな？ 

・今すぐ病院に行くほうがいいのかな？ 

・どこの病院に行けばいいのかな？ 

 

迷ったときは 

飼い主のいない猫への不適切なエサやりはやめましょう 


